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2003年�
1月� 2月� 3月� 4月� 5月�

¡米オートIDセンター�
慶応義塾大学内に�
研究拠点を開設�

¡総務省�
13.56MHz帯の�
電波法を改正し、�
従来比約3倍の�
距離で通信可能に�

¡アパレル業界�
一部の企業が商品入出荷の�
分野で実証実験を実施�

¡航空貨物業界�
一部の企業が空港内の�
コンテナ管理の分野で実用化�

¡家電業界�
大手11社がリサイクル分野で�
研究チームを発足�

¡家電業界�
一部の企業がリサイクル分野で実験を実施�

¡T-Engineフォーラム�
国内企業中心の標準化組織�
「ユビキタスIDセンター」を設立�

¡経済産業省�
商品トレーサビリティに�
関する研究会を発足�

¡出版業界�
ベンダーと共同で研究組織を設立�

¡高級ブランド品業界�
一部の企業が商品入出荷などの分野で実験を実施�

¡経済産業省�
商品トレーサビリティに�
関する研究結果を公表�

¡総務省�
ICタグの応用例や課題に�
関する研究会を発足�

¡食品業界�
一部の企業が生鮮野菜や加工肉のトレーサビリティの分野で実験を実施�
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定刻より早く到着したのに、どう

して中に入れないんだ！」。会場

に入場できなかった数十人の聴講希望

者は、入り口付近で口々に不満を述べ

た。今年6月、米シカゴで開催された

「RFID Journal Live!」の基調講演会

場での出来事である。

RFID Journal Live!は、米国のIC

タグ専門誌が主催するICタグ関連の

国際的なイベント。米国や英国の著名

なユーザー企業やベンダー、政府の講

演を聴くために、欧米から300人を超

える聴講者が集まった。基調講演を務

めたのは、英衣料品大手マークス・ア

ンド・スペンサーの食品物流管理責任

者。基調講演の開始は午後5時45分。

会場は、そのはるか前から満員だった。

入場できなかった人たちはその場に

とどまり、対応策を示すよう主催者に

詰め寄った。結局、録音した基調講演

をインターネット経由で提供すること

で話がまとまり、混乱は静まった――。

これはICタグの「過熱ぶり」を示す

ほんの一例である。いまやICタグ関連

のイベントは国内外を問わず、超満員

になるのが珍しくない。今年7月に開

催されたICタグをテーマとした「世界

情報通信サミット」（主催は日本経済新

聞社）では、定員500人のところ約6000

人の参加申し込みが殺到した。

お祭り騒ぎの向こうには
課題が山積

P a r t

1
お祭り騒ぎ――ICタグを取り巻く現状は、こう呼ぶにふさわしい。ユーザー企業もベンダーもIC
タグの可能性を信じ、だれもが大きな夢を語る。ICタグにそれだけの価値があることは間違いな
い。だがその一方で、ICタグの実用化を阻む数々の懸念材料が浮上している。

図1'ICタグを巡る国内の主な動き



6月� 7月� 8月�

¡経済産業省�
国際標準化機構（ISO）に�
ICタグ向けの商品コード体系を提案�

¡百貨店業界�
業界団体が実証実験に�
向けた研究会を発足�

¡総務省�
950MHz帯をICタグ専用に�
割り当てることを検討�

¡総務省�
ICタグの応用例や課題に�
関する研究結果を公表�

¡ユビキタスIDセンター�
生鮮野菜のトレーサビリティの�
分野で実験に着手�

¡アパレル業界�
業界団体が実証実験に�
向けた研究会を発足�
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いま注目を集めているICタグとは、

超小型のIC（集積回路）チップと、無線

通信用のアンテナを組み合わせた小型

装置である。「リーダー/ライター」と

呼ぶ無線通信装置を使って、ICチップ

にデータを書き込んだり、そのデータ

を読み取ることができる（詳しくは40

ページの「知っておきたいITキーワー

ド」を参照）。

ICチップそれぞれに固有なID情報

を記録して商品一つひとつに取り付け

れば、文字通り『単品管理』が可能に

なる。これが「損失の防止や利益の向

上に役立つ」として、昨年から急速に

脚光を浴びるようになった。

今年に入って、ICタグの実用化がに

わかに現実味を帯びてきた。ICタグの

検証結果に基づく期待感や、導入に向

けた具体的な計画を公表する企業が欧

米で相次ぎ登場したからである。

「これまで検証を重ねてきた結果、特

欧米企業が具体的な採用計画を明言
に倉庫の運営にかかる人件費

の削減効果を期待している」。

米日用品大手ユニリーバで

次世代SCM（サプライチェ

ーン管理）プロジェクトを統括するサイ

モン・エリス氏（写真1）は、RFID

Journal Live!の講演でこう語った。英

小売業大手ウールワースでICタグの導

入を牽引するジェフ・オニール氏（写真

2）も、「今年中にICタグの活用を始め

る」と明かした（詳しくは6月30日号

14ページを参照）。

ICタグを取り巻く熱気は日本にも飛

び火している。今年に入り、ICタグの

実用化に向けた活動が活発化し始めた。

口火を切ったのは、欧米企業を中心に

したICタグ関連の標準化団体「米オ

ートIDセンター注1）」（図1）。1月に慶

応義塾大学に研究拠点を設置した。国

内企業中心の標準化団体「ユビキタス

IDセンター注2）」も3月に登場した。

実証実験に乗り出す国内企業が続々
政府も積極的に動いている。経済産

業省は2月に民間企業約20社と大学

などで構成する研究会を発足。商品の

トレーサビリティ（生産履歴の追跡）を

題材に、ICタグに格納するのに適した

コード体系を約2カ月かけて検討した

り、運用上の課題などを洗い出した。

ICタグの実証実験に乗り出すユーザ

ー企業も相次いでいる。食品スーパー

のマルエツは1月から、生鮮食品や加

工食品の管理にICタグを使えるかを検

証している。日本航空は2月に、空港

における国際輸入貨物の管理を対象に

実験を開始した。4月になると、コン

バースジャパンが運動靴の在庫管理、

靴や革製品を扱うバリージャパンが倉

庫から店舗への物流管理に関して、そ

れぞれICタグの実証実験を始めた。

多くの企業は、まだ基礎的な実証実

験を終えた段階にすぎない。集英社や
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写真1'米ユニリーバで次世代SCMプ
ロジェクトを統括するサイモン・
エリス氏

写真2'英小売業大手ウールワースでIC
タグの導入を牽引するジェフ・オ
ニール氏

注1）米オートIDセンターは1999年、米プロクタ
ー・アンド・ギャンブルや米ジレットなどによって設立さ
れた。66ページに関連情報。

注2）ユビキタスIDセンターは、ユビキタス・コンピュ
ーティングの研究を手がけるYRPユビキタス・ネット
ワーキング研究所が設立した。



特集 ICタグの真実

車両の運行管理�

図書館の書籍管理�

食堂の自動会計処理�

店舗の自動会計処理�

家電リサイクル�

商品のトレーサビリティ�

倉庫内の在庫管理�

商品の入出庫管理�

商品の売れ筋分析�

書籍の盗難防止�

模倣品排除�

服薬支援�

薬品管理�

レベル1
構想段階�

レベル2
基礎的な実証実験�

レベル3
本格的な実証実験�

レベル4
一部の企業が実用化�

レベル5�
多くの企業が実用化�
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講談社といった書籍業界が期待してい

る盗難防止や、高級品ブランドが考え

る模倣品排除のように、まだ構想段階

のものも多い（図2）。それでもICタグ

が実用化に向けて大きく前進している

ことは間違いない。

ところが今年7月中旬のこと。ICタ

グの導入機運に水を差す事態が発生し

た。欧米のマスコミが一斉に、「米ウォ

ルマート・ストアーズがICタグの実証

実験を中止する」と報じたのだ注3）。

ウォルマートが中止したのは、米か

みそり大手ジレットとの共同実験であ

る。ジレットが替え刃のパッケージに

ICタグを付けてウォルマートに納入。

ウォルマートがリーダー/ライターを設

置した棚に替え刃を陳列することで、

在庫管理の精度向上や盗難防止に効果

があるかを検証する計画だった注4）。

ウォルマートとベネトンが採用撤回

ウォルマートは計画を中止した理由

を正式には公表していないが、プライ

バシの侵害を懸念する消費者に気を遣

った可能性が高い。ジレットの取り組

みに精通している英レスター大学講師

のエイドリアン・ベック氏は、「『商品

を買って店舗を出た後も追跡される可

能性がある』、『プライバシが侵される』

と考える消費者から強い反発が出るこ

とを、ウォルマートは心配したのでは

ないか」と証言する。

今年春には、イタリアの有名アパレ

ル・メーカーであるベネトン・グルー

プもウォルマートと同様の措置に踏み

切った。オランダのICタグ・ベンダー

であるロイヤルフィリップスエレクト

ロニクスは3月に、「ベネトンがサプラ

イチェーンにおける商品の追跡管理に、

フィリップス製のICタグを採用する」

と発表。その直後に消費者団体が「追

跡装置が付いたベネトン商品は買うな」
図2'国内におけるICタグの応用分野の例と

実用化の進捗状況

注3）ウォルマートは今年6月、主要サプライヤ100
社に対して、2005年までに納品の際はパレットにIC
タグを付けるよう“協力”を求めたばかりだった。世界
最大の小売業であるウォルマートが本腰を入れたこと
で、「ICタグの普及は時間の問題」とみる関係者は多
かった。それだけに、同社がサプライヤへの協力依頼
からわずか1カ月後に実験中止の決断を下したことは
大きな波紋を呼んだ。

注4）ジレットの実験では、棚に内蔵したリーダー/ラ
イターが替え刃のパッケージに付けたICタグの読み
取り処理を一定間隔で繰り返す。これによって、商品
がまだ棚にあるか、だれかが持っていったかを把握す
る。顧客が一度に大量のパッケージを取り出すと、デ
ジタルカメラが自動撮影する。詳しくは、6月2日号14
ページを参照。
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と不買運動を起こした。

これを知ったベネトンは4月、「当社

のブランド名で製造、販売した商品に

ICタグは付けていない」と珍しい発表

をした。プライバシの侵害を懸念する

消費者の声に反応した結果である。

すでにICタグの実証実験を進めてい

る企業は、ウォルマートやベネトンが

直面したプライバシの問題のほかに、

数々の課題に直面している（図3）。

通信距離の設定が難しいというのは

その一つだ。リーダー/ライターとIC

タグとの間は無線でやり取りするので、

どこまで電波が届いているかを目で確

認できない。通信距離が短すぎるとデ

ータは読めないし、通信距離を伸ばし

すぎると、余計なデータまで読みとっ

てしまい、かえって使い勝手が悪くな

る。この調整が難しい。

距離だけでなく角度も大切だ。ICタ

グに対してリーダー/ライターの向きが

悪いとデータが読めなくなる。そばに

金属があるとデータが読めなくなるな

ど、ICタグが置かれた環境に影響され

やすいという問題もある。

標準化やコストに関する問題も決し

て小さくない。前者では、オートIDセ

ンターやユビキタスIDセンターが、IC

タグに格納するデータのコード体系な

どの標準化を進めている。しかし、オ

ンワード樫山の佐竹孝SCM推進部長

は、「両センターの取り組みだけでは不

十分。サプライチェーン全体でICタグ

の導入効果を出すには、業界内や業界

間で運用ルールを標準化することが欠

かせない」と指摘する。

実験から技術的な課題が浮き彫り

後者のコストの問題も依然として大

きい。ICタグの単価はもちろん、リー

ダー/ライターの値段も1台当たり数十

万円と無視はできない。

ICタグがお祭り騒ぎにあるなか、そ

の実用化に向けて解決すべき課題はあ

まりにも多いと言わざるを得ない。

だからといって、悲観的になる必要

はない。「ICタグには無限の可能性が

ある」。オートIDセンターの国内にお

ける研究の責任者、村井純 慶応義塾

大学教授はこう言い切る。

ICタグは構造がシンプルなだけに、

好きな形状に加工できる。応用範囲は

無限といっても過言ではない。うまく

使いこなせば、企業だけでなく消費者

も間違いなくメリットを享受できる。

企業がICタグを利用して物流業務

今こそ足元の課題を見極めよ

の効率や在庫管理の精度を上げると、

倉庫や店舗の過剰在庫と欠品を減らす

ことができる。それは「売上高と利益

の向上」につながる。そして、企業は

これらのメリットを、商品の価格を下

げるなどの形で消費者に還元できる。

米ウォルマート・インターナショナル・

ホールディングスのジェフ・マカリスタ

ー副社長は「物流に伴うコストを削減

できれば、その分を商品価格に反映し

て顧客に還元する」と確約する。

いま大切なのは、ICタグ・ブームに

振り回されることなく冷静に足元の課

題を見極め、その対策を考えていく姿

勢を持つことである。ユビキタスIDセ

ンターの代表を務める坂村健東京大学

教授は、「ICタグにはまだ、技術やセキ

ュリティ・ポリシーなど、議論すべき

ことがたくさん残っている。あわてず

確実に進めていけばよい」と話す。
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実用化が困難�

ICタグの特徴が把握で
きていないため、読み取
り精度の向上や通信
距離の設定が難しい�

使い勝手が�
十分でない�

標準化の�
取り組みが足りない�

複数の標準的な規格
があったり、規格がない
分野が存在する�

プライバシを�
守れる保証がない�

消費者団体などのなか
にプライバシ侵害を気
にする声が大きい�

コストが高い�

ICタグやリーダー/ライタ
ーに加え、情報システム
の構築費用が必要に
なる�

図3'ICタグの実用化が難しい四つの要因


